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海溝後退と停滞スラブによって誘発された 
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講義内容 : 

 北東アジア地域の深部には沈み込んだ太平洋プレートがマントル遷移層に停滞 

していることが知られている。一方、この地域はプレート境界から遠く離れているにもかか

わらず、いくつかの活火山が存在している。この火山活動と停滞スラブを関連づけるものと

して、近年「大きなマントルウェッジ (Big Mantle Wedge)」モデルが提案されている。本研究

では、このモデルの妥当性をマントルダイナミクスの視点から検証する目的で、沈み込ん

だプレートや停滞スラブの周辺で生じる流れ場に注目した 2 次元シミュレーションモデルを

行った。シミュレーションの結果、BMW 内部の流れは、海溝後退によって BMW が拡大す

る際に現れた隙間の影響を強く受けることがわかった。海溝の後退に伴ってスラブも海側

へ後退することにより、停滞スラブの根元でマントルがその隙間を埋めるように流れ込んで

きて局所的な上昇流が発生する。ここで発生した上昇流は、停滞スラブの直上付近で噴出

している中国内陸部の火山の成因に重要な役割を果たすと考えられる。 


